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依 頼 者 共立電器産業株式会社

体 I K① -104D

試 験 項 目 殺菌効果試験

平成 13年 06月 06日 当センターに提出された
上記検体について試験した結果は次のとおりです。
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殺 菌 効 果 試 験

1依 頼 者

共立電器産業株式会社

横  体
I《 ○ -104D

試験目的

検体の殺菌効果試験を行う。

試験概要

大腸菌 (① 157:H7),黄色ブ ドウ球菌及びサルモネラの菌液をそれぞれ塗抹した寒天平板
培地 (以下「試験平板」という。)を検体の  〔吹き出し口より10 cm下方に設置し,検体を5,
10及び20秒間作動させた後,試験平板を増養し,生菌数を測定した。また,測定は3回で実
施した。

試験結果

結果を表-1に 示 に/た。

なお,培養終了後の5秒間作動以外の試験平板 (3枚のうちの代表的な 1枚 )を 写真-1～ 9に 示
した。

表-1 殺菌効果試験結果

試験菌 検体作動
試験平板 1枚の生菌数
測定-1 測定-2 預『定-3

大腸菌

(0157:H7)

未作動

5秒間 1 0

10秒間 0 0

20秒 間 0

黄色ブドウ球菌

未作動 255      255      229
5秒間 1 0

10秒間 0 0

20秒間 0

サルモネラ

未作動
5秒間 0 0

10秒 間 0

20秒間 0

未作動 :試験平板をそのまま培養した。

胸漱日本食品分析セノター
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試験方法

1)試験菌株
どsttθ rゴ c肘 2 Cθ tt ATCC 43888(大 腸菌①157:H7,ベ ロ毒素非産生株 )

S′ 2pルメθCθ Cc」 saど rθ ,s IF0 12732(黄 色ブ ドウ球菌 )

S2ゴ河θコθFFa θ担チθrメ ,メゴ為 IF0 3313(サ ルモネラ)

2)試験培地
NA培地 :普通寒天培地 [栄研化学株式会社 ]

3)菌液の調製
試験菌株をNA培地で35± 1℃ ,16～ 20時間前培養した。培養後の菌体をリン酸緩衝生理

食塩水に均一に分散させ,l ml当たりの菌数が約 1.0× 103と なるように調製した。

試験平板の作製  |
NA平板培地に菌液 0。 l mlを 塗抹し,試験平板とした。

試験操作

試験平板を検体の温風吹き出し口より10 cm下方に設置し,検体を5,10及 び20秒間作動
させた後,35± 1℃ ,2日 間増養し,生菌数を測定した。また,試験平板をそのまま培養
したものを未作動とした。

写真-1 大腸菌 (0157:H7)未 作動

価臥日本食品力析セフター



写真 2 大腸菌 (0157iH7)10秒 間作動 どクタか骸脇パ

写真-3 大腸菌 (0157:H7)20秒 間作動 ピ抄/郷翔均銑紙
1
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写真-4 黄色ブ ドウ球菌 未作動

写真-5 黄色ブ ドウ球菌  10秒間作動 物

胴放日本食品分析セノタ
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写真-6 黄色ブドウ球菌 20秒間作動 釘ク汐〃   
｀
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写真 7 サルモネラ 未作動

写真-8 サルモネラ 10秒 間作動  妨
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